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「そうかぁしょうがないな。じゃあピッチャー交代、Ｙ君！」と私は審判に告げた。

チーム席に戻ると他の子達が「あいつまたかよ。」と不満そうな顔をしてブツブツ言

ってる、いや言いたそうだったので「駄目だよ！Ｋ君だって一生懸命やったんだか

ら。」と私。「だって、あいつフォアボール続いて嫌になるといつも肩が痛いだのなん

だの言うっけよ。」と小柄だけど野球が得意なショートを守るＩ君。「先週の試合だば

足がつって動かねえ、とか言ってらけじゃ。」と口をとんがらすＳ君。「まぁいいさ、

怪我さえしなければ勝ち負けはいいから。」と私。リトルリーグにも所属しているＩ

君が「監督！それだと駄目だと思う。厳しさがないとみんなだらける！」と私を責め

たが聞こえない振りをした。 

私は息子が小学校にあがったのを機に、欠席人事で町内子供会の会長となり、男性役

員は私だけだったので自動的に夏休みに行われる野球大会の監督に就任した。毎日

だったか毎週だったか忘れたが、朝６時から始業前まで近くの公園で練習に励んだ。

何にしろクラブチームに入って野球やっている子と、全くやったことの無い子の混

合チームで、技量に関しては大きなレベルの差がある。私の息子は私とキャッチボー

ルをいくらかやったことがある程度だったが、人数が少ないので７番ライトという

ことで収まった。 

試合の中盤、その息子の前にフラフラとボールが上がった時は私も子供達も全員“ア

ッ！”と心配の声を上げ、数人は自分のグローブで顔を覆った。息子はやはりボール

に合わせたかのようにフラフラと落下点まで走り、おそらくは偶然開けただろうグ

ローブにこれも偶然のようにボールがすっぽりと入った。悲鳴は歓喜に変わり、ベン

チに戻って来た息子に仲間が次々と声を掛けた。私が「よかったな」と言うと息子は

「別に」とさも平静を装ったが、顔が紅潮していたので嬉しかったに違いない。 

さて、まわりの大方の予想に反して我がチームは思いがけなく健闘し、同点のまま最

終回に入った。打者も一巡したので初めから私が子供達に話しておいたように、全員

参加の野球ということで一人残っていたＭ君を代打指名した。Ｍ君は喘息持ちで、野

球は殆どやったことが無かったが、１つ下のしっかりした妹さんがいて、その妹さん

が朝練習中に私のところにやって来て言うのだった。「うちのお兄ちゃんは喘息なん

ですけど、少しでも運動した方が良いとお父さんが言ってたので、チームに入れて下

さい。」と言う。                           (裏面へ) 

 

 

『野球』 
 
 

院長メモ 

「監督、肩が、肩がもう動きません。」 

地域の防災少年野球大会の初戦、我が二丁目チ

ームのエースであるＫ君はマウンドにガクッと

膝を落とし、駆け付けたチームの監督である私

に言った。 
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そんなこともあって練習によく出てきていたのだが、あまり頑張ると息苦しくなると

のことで私も注意してみていた。当のＭ君、試合始めから買ってもらったばかりの真

新しいグローブにボールを何度も放り込みながら、やる気満々だったのである。 

試合は思いがけない１点差。そんな状況でのＭ君の代打指名にまたもチームメートは

ブーイングである。例によって私は聞こえない振りをして、Ｍ君に一番軽めのバット

を手渡した。しばらくして子供達がグランドを指さし、アーと騒ぐので振り返ると、

なんとＭ君バッターボックスの真ん中に立ってバットを構えている。ついでにバット

を握る手も左右反対である。私も動揺したがバッターボックスに駆け寄り、慌てたふ

りを見せずその場でＭ君にバットの握り方を教え、右のバッターボックスに立たせ、

もし打ったら右の方が一塁だからあっちに思いっきり走って行きなさい、と指示し

た。Ｍ君はもう額に汗をかいて緊張している。相手チームのヤジと背中にベンチの子

供達の諦めに満ちた空気を感じながら、成り行きを見守った。明らかなボール球を続

けて２球Ｍ君は空振り。例によってＩ君が「監督、あいつ目つぶったままバット振っ

てます。注意してやって下さい。」と口を尖らす。そんなベンチの様子の中、３球目。

その時Ｍ君が目を開けたのかどうかは不明だが、ボールがバット目掛けて飛んできた

のかと思う程ラッキーなことにＭ君の振ったバットにボールが当たり、ショート後方

へのいわゆるポテンヒットになった。ベンチは大興奮で全員が立ち上がり、Ｉ君もＳ

君も息子も肩を負傷（？）したＫ君もみんな大歓声を上げた。そんな歓声の中ふと一

塁方向を見ると、なんとＭ君は一塁ベースを過ぎても止まることなく、ライトの向こ

うを目指して全力疾走している。しまった。ベースを踏んだ後の事まで教えていなか

った。足の速い子２、３人を急き立ててＭ君を追いかけて迎えに行くように言った。

必死に走り続けるＭ君と、それを追いかけて走って行くチームメイト。子供達の背中

の先に見える小学校校庭の土手の上には、夏空に白い雲がポッカリと浮かんでいた。 
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 ※都合により変更になる事がございます。 

ご了承願います。 

2021年１２月 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 

午前診療 

9:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 
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  １２月３０日（木）～１月３日（月） 
1/4(火)より通常通り診療いたします 

 休日当番医 

１２月１２日（日） 

診療受付時間 9:00～12:30（午前のみ） 


